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小
学
生
低
学
年（
１・２・３
年
生
）の
部

62

最優秀賞

タイトル

わがはいのにぼしである。わたすつもりはない。
新宿区立落合第六小学校　 ２年　重

しげもり
森　葵

き こ
心

わたしの近じょに、たくさんの、のらねこがいます。近くのちゅう車じょうから、よるよくいろいろ
ななき声がきこえます。そのなき声のぬしになってそうぞうしてかきました。

説　　明

かわいらしい猫を表現する作品が多かった中、猫の威嚇する怖い一面を抜き出した視点に独創性があ
る。タイトルも洒落が利いている。

審査講評



小
学
生
低
学
年（
１・２・３
年
生
）の
部

63

朝日新聞社賞

タイトル

大好きなおねえちゃん
新宿区立早稲田小学校　 1年　森

もり
　みすず

わたしのいえには ２ひきのネコがいます。妹のララは姉のクルミのことが大好きで、いつもおしりの
においをかいでいます。

説　　明

見た瞬間に笑ってしまう絵。おしりを絵の主題に置いた着眼点に子どもらしい純粋さを感じた。

審査講評



小
学
生
低
学
年（
１・２・３
年
生
）の
部

64

紀伊國屋書店賞

タイトル

僕も乗りたいニャー
聖徳学園小学校　 ３年　三

みむら
村　咲

えみか
加

ある日のお昼過ぎ。公園の砂場に猫がいて、砂遊びをしていたら、女の子がやってきた。女の子は一
目散にブランコに行き、楽しそうにブランコをこぎはじめる。猫は「さっきまで僕 １人でこの公園を
満喫していたのにな。でもブランコ気持ちよさそうだなぁ。いいなぁ…。僕も乗ってみたい。」と、
ちょっと恨めしそうな目で女の子を見ている。

説　　明

描写力が高い作品。砂場や奥の木々など風景が、色をたくさん重ねてよく描き込まれている。

審査講評



小
学
生
低
学
年（
１・２・３
年
生
）の
部

65

新潮社賞

タイトル

ねこから見た車の下
熊本市立古町小学校　 ３年　柴

しばた
田　澪

みお

夏の昼間にねこが車の下にすずみに来た二ひきのねこのめせん

説　　明

猫でないと見られない景色を捉えている。構図だけでなく、色の濃淡で遠近感を表現しており技術力
も高い。

審査講評



小
学
生
低
学
年（
１・２・３
年
生
）の
部

66

東京理科大学賞

タイトル

私のママ
新宿区立落合第一小学校　 ２年　川

かわかみ
上　華

はな

ねこになった私のママ

説　　明

顔を大きく中心に描く構図の大胆さと、優しい猫の目に惹かれた。

審査講評



小
学
生
低
学
年（
１・２・３
年
生
）の
部

67

二松学舎大学賞

タイトル

ねこになったら魚をすいすい食べたいな
新宿区立余丁町小学校　 ３年　大

おおつか
塚　有

ゆ き の
紀乃

わたしは、魚がにが手です。ねこになったら大きな鯛を食べてみたいです。

説　　明

食べてみたいという気持ちが、活き活きとした美味しそうな魚から伝わってくる。

審査講評



小
学
生
低
学
年（
１・２・３
年
生
）の
部

68

タイトル

お魚に夢中な猫
多良木町立黒肥地小学校　 ２年　岡

おかもと
本　瑚

こ と
都

猫をイメージする漢字、猫が好きなお魚の漢字などをピースにして貼り絵にしました。こっそり隠れ
る猫の眼の中に映っているのは、大好きなお魚でいっぱいです。

説　　明

斬新な手法・発想の作品。柔らかな色使いも良い。

審査講評

くまもと賞



小
学
生
低
学
年（
１・２・３
年
生
）の
部

69

佳作
タ
イ
ト
ル

ひ
な
祭
り

郡
山
市
立
朝
日
が
丘
小
学
校
　
３
年
　
堀ほ
っ
た田

　
回ま
ん
じ

ネコの視点で人間の祭りを見た。日常とちがう光景に驚いたと思う

説　明

タ
イ
ト
ル

ピ
ン
ク
の
じ
め
ん

聖
徳
学
園
小
学
校
　
１
年
　
福ふ
く
え江

　
史し

お桜

ねこがみているせかいは地面がピンクで海に魚がいないのでにんげんに魚をやいてもらってたべる
とおいしかった！

説　明



小
学
生
低
学
年（
１・２・３
年
生
）の
部

70

佳作
タ
イ
ト
ル

う
た
げ
の
花
火

新
宿
区
立
江
戸
川
小
学
校
　
３
年
　
松ま
つ
も
と本

　
ひ
な
た

タ
イ
ト
ル

お
お
き
い
さ
か
な
ゲ
ッ
ト

新
宿
区
立
落
合
第
四
小
学
校
　
１
年
　
森も
り

　
晴は
る
き絆

ねこが、さかなをたべているところをイメージしました。

説　明

わがはいはねこであるのさ
いごのイメージでかきまし
た。

説　明



小
学
生
低
学
年（
１・２・３
年
生
）の
部

71

佳作
タ
イ
ト
ル

今
日
は
ど
の
ビ
ル
い
こ
う
か
な

新
宿
区
立
柏
木
小
学
校
　
２
年
　
吉よ
し
お
か岡

　
杏あ
ん
じ
ゅ珠

新宿ではあんまり見ないけ
どビルのすき間にも猫がい
るのかな

説　明

タ
イ
ト
ル

ね
こ
じ
ゃ
ら
し

新
宿
区
立
戸
塚
第
二
小
学
校
　
１
年
　
髙た
か
い
し石

　
怜り
ょ
う

ぼくがねこにねこじゃらしをみせるところ。ねこにあわせてしゃがみました。

説　明



小
学
生
低
学
年（
１・２・３
年
生
）の
部

72

タ
イ
ト
ル

ま
だ
か
な
ぁ
…

新
宿
区
立
四
谷
小
学
校
　
２
年
　
鈴す
ず
き木

　
蓮れ

な奈

たまちゃんが、かぞくをま
っているところ。がっこう
からかえると、いつもげん
かんでまつすがたがかわい
い。

説　明

佳作
タ
イ
ト
ル

ね
こ
が
見
た
星
ぞ
ら

新
宿
区
立
余
丁
町
小
学
校
　
２
年
　
横よ
こ
た田

　
芽め

い

こ
衣
子

ねこが星を見ているところ。天の川をとくに見てほしいです。はぶらしでかくのがたいへんでした。
かわいくかけてうれしいです。

説　明



小
学
生
低
学
年（
１・２・３
年
生
）の
部

73

佳作
タ
イ
ト
ル

ま
っ
た
く
人
間
は
…

新
宿
区
立
四
谷
第
六
小
学
校
　
３
年
　
赤あ
か
つ津

　
は
れ

タ
イ
ト
ル

な
で
て
よ
ー

府
中
市
立
新
町
小
学
校
　
３
年
　
堀ほ
り

　
眞ま

こ心

宿題をしていたら、飼い猫
の “ネギ ” が遊んでよー、
なでてよーと寄ってきたと
ころをネギの目線で描きま
した。

説　明

ペットボトルが捨てられているのを見て、あきれている。

説　明



小
学
生
高
学
年（
４・５・６
年
生
）の
部

74

タイトル

お空にも魚がいるなぁ～
新宿区立落合第一小学校　 ６年　六

ろくたん
反　汐

しおり
里

猫が飛行機を見て魚だとかんちがいしてるところを描きました。

説　　明

構図の大胆さと線の力強さから強烈なインパクトを受ける。鼻や口周りの描写には繊細さもある。

審査講評

最優秀賞



小
学
生
高
学
年（
４・５・６
年
生
）の
部

75

朝日新聞社賞

タイトル

なでてくれるの？
新宿区立四谷第六小学校　 ６年　林

はやし
　葉

は な
奈

猫が猫からみた私になでてもらうのをまっているところ

説　　明

漫画でよく見られるような構図。表情や顔の造形もよく描き込まれている。

審査講評



小
学
生
高
学
年（
４・５・６
年
生
）の
部

76

紀伊國屋書店賞

タイトル

猫から見た花園神社
文京区立昭和小学校　 ４年　西

にしやま
山　莉

り お
央

この作品は、「猫の視点から見た花園神社」を描いています。絵の下方には、花園神社を見上げる猫
のうしろすがたを描き、猫から見た世界を表現しました。

説　　明

下から見上げた花園神社が再現度高く描かれている。

審査講評



小
学
生
高
学
年（
４・５・６
年
生
）の
部

77

新潮社賞

タイトル

おいしそう…
新宿区立西戸山小学校　 ４年　若

わかばやし
林　凛

りん

家で人間にかわれているねこと金魚。でもねこは金魚を「たべたいなぁ」と思っている。

説　　明

いかにも悪そうで、愛らしさも感じる猫の表情が秀逸。

審査講評



小
学
生
高
学
年（
４・５・６
年
生
）の
部

78

タイトル

「吾輩はトラ猫である」名前はまだニャい
世田谷区立給田小学校　 ４年　桐

きりむら
村　悠

ゆうせい
生

「わがはいは猫である」ゆめの中でトラになったシーンの自画ぞうをかきました。レンガ色のはいけ
いで明治時代のふんいきを出し、クレヨンの色を重ねてやわらかいネコ毛を表げんしました。ちょっ
と不思ぎでどこかさみしそう。だけど面白くてチャーミングな猫です。

説　　明

単色の背景に猫の顔だけを描く斬新な発想で目を惹かれた。

審査講評

東京理科大学賞



小
学
生
高
学
年（
４・５・６
年
生
）の
部

79

二松学舎大学賞

タイトル

猫のあこがれ、人間の心
新宿区立四谷小学校　 ４年　山

やまなか
中　翠

す ず
々

猫の世界は、白黒に見えている。と聞いたことがあったので、右側は猫から見た人間の心を描き、左
側は猫のあこがれの世界です。

説　　明

色や質感の違う紙を貼って細やかな色彩構成をしている。

審査講評



小
学
生
高
学
年（
４・５・６
年
生
）の
部

80

くまもと賞

タイトル

花だんを見つめる猫
新宿区立戸山小学校　 ４年　渡

わたなべ
部　颯

そうた
太

猫になったぼくは、花だんで大好きな花を植えているもう一人のぼくをうれしそうに見つめている。

説　　明

見上げる構図の作品が多い中、高い位置から見下ろす構図が独創的。

審査講評



小
学
生
高
学
年（
４・５・６
年
生
）の
部

81

佳作
タ
イ
ト
ル

僕
だ
け
の
リ
ビ
ン
グ

鎌
倉
市
立
玉
縄
小
学
校
　
６
年
　
坂さ
か
も
と本

　
春は

な

こ
奈
子

タ
イ
ト
ル

あ
の
机
の
上
に
は

岐
阜
市
立
市
橋
小
学
校
　
５
年
　
坊ぼ
う
が
き垣

　
柾ま
さ
み光

猫の視点を表現するため、
認識しやすい水色や緑で扇
風機と男性を、認識しにく
い桃色で背景を描き、穏や
かなリビングの情景を表現
しました。

説　明

机をいつも下から見て想像する猫が好きです

説　明



小
学
生
高
学
年（
４・５・６
年
生
）の
部

82

佳作
タ
イ
ト
ル

ね
こ
か
ら
見
え
る
け
し
き
の
色

新
宿
区
立
落
合
第
二
小
学
校
　
５
年
　
佐さ
と
う藤

　
里り

あ愛

ねこがねこをみたときの色や人間や、みどりの草などちゃいろにみえているみたいにしました。

説　明

タ
イ
ト
ル

生
き
急
ぐ
世
の
中

新
宿
区
立
落
合
第
六
小
学
校
　
５
年
　
田た
な
か中

　
志し

ほ歩

ゆっくりのんびり生きる猫に対して、人の世はせっかちという流れを絵で表現した。

説　明



小
学
生
高
学
年（
４・５・６
年
生
）の
部

83

佳作
タ
イ
ト
ル

い
つ
も
ぼ
く
を
み
つ
め
る
巨
人

新
宿
区
立
柏
木
小
学
校
　
４
年
　
谷た
に
ざ
わ澤

　
芽め

い

こ
依
子

タ
イ
ト
ル

わ
が
は
い
も
鳥
に
な
り
た
い

新
宿
区
立
戸
塚
第
二
小
学
校
　
５
年
　
安あ
ん
ど
う藤

　
晴は
る
ま馬

寒い冬、窓からシマエナガをみている。寒い冬、温かい部屋がいいけれど、シマエナガたちにまじ
って、外で木にのぼってあそびたいなと思っている

説　明

わたしの通学路にねこがい
ます。そのねこは、みちば
たや、車の下でよくくつろ
いでいます。わたしは、そ
のねこをみつめるのがにっ
かです。そのねこからした
ら、大きな人が見てきて、
ふしぎに思っていると考え
てかきました。

説　明



小
学
生
高
学
年（
４・５・６
年
生
）の
部

84

佳作
タ
イ
ト
ル

猫
バ
ー

新
宿
区
立
戸
山
小
学
校
　
６
年
　
山や
ま
し
た下

　
す
ん

猫が通うバーがあったらこ
んな感じかなと思ってかき
ました。

説　明

タ
イ
ト
ル

休
け
い
し
て
い
る
猫

新
宿
区
立
西
新
宿
小
学
校
　
５
年
　
伊い
と
う藤

　
和の
ど
か

猫さんぽをしていたらつかれたのでひと休みしようと決めました。夕日をながめている様子をかきま
した。なみをかくのがむずかしかったです。猫は夕日にいやされて二ひきでかたをよせあっています。

説　明



小
学
生
高
学
年（
４・５・６
年
生
）の
部

85

佳作
タ
イ
ト
ル

ね
こ
が
み
た
星
空

新
宿
区
立
西
新
宿
小
学
校
　
４
年
　
鳴な
る
さ
わ澤

　
か
り
ん

ねこがどうくつの中から見た星空をみとれているように全面にかきました。

説　明

タ
イ
ト
ル

と
び
お
り
て
い
る
ね
こ

チ
ャ
イ
ル
ド
ア
ー
ト
教
室
く
じ
ら
　
５
年
　
崔さ
い

　
瑞み

き希

とびおりようとしているね
こにびっくりしているおや
こがいる

説　明


